
平成２８年度 大阪府立成城高等学校 

第２回学校協議会 

 

１ 日 時  平成 28年 11月 24日（木） 13時 00分～14時 30分 

２ 場 所  校長室 

３ 内 容 

  （１）校長挨拶 

     ・近況報告と学校経営計画について 

   

（２）成城高校の教育活動に関する近況報告 

   １．学びなおし学習を着実に行うための取り組み 

     ・家庭学習の増加････････････宿題等を課す 

     ・アクティブラーニング･･････生徒が能動的に活動できる授業を展開する 

     ・タブレット端末････････････多くの授業で積極的に使用している 

     ・電子黒板･･････････････････全 HR教室をホワイトボードに切り替え完了 

     ・公開プレゼンテーション････本年度実施できず 

   ２．希望進路実現をめざし、高いモチベーションを維持する取り組み 

     ・1年生全員に英語検定実施 

     ・数学、英語の進学講習･･････宣伝不足、希望者あまりおらず 

   ３．いじめられた経験や不登校の経験をもつ生徒への対応 

     ・個々の教員で丁寧に対応してくれている 

   ４．生徒が充実した高校生活を送るための取り組み強化 

     ・遅刻、欠席防止指導･････････減少には至っていない、 

（朝学からの遅刻へと）制度が変わり 

遅刻件数は昨年度より増加 

       ・アルバイト制限維持･･･････‥届け出制としている。 

       ・職員室の整理整頓･･･････････仕事のミスを防ぐためには大切なことであると 

認識している。 

        あいさつ（ありがとう）の言葉の投げかけ･･･不十分、教員に伝えていく 

     ５．学力充実 

       ・「新人育成プロジェクト」････来年度から若手教員育成に変えていく予定 

       ・各教科宿題を課す･･･････････半分実技教科、座学教科もっと出す 

       ・家庭学習時間に関するアンケート･･･十分に取れていない 

       ・先進校への教員派遣･････････岡山県邑久高校へ派遣 

     ６．進学指導体制強化 

       ・大学、就職等担当の明確化････担当教員を明確にすることで、生徒の希 

望進路実現を強化する 

     ・学校斡旋就職希望者･･････････第 1回合格 6割、合格 7割をめざしたい 



     ・関西に本社を持つ優良企業求人を 2社以上増やす 

･････現在求人をいただいている企業を回るので手一杯、新規開拓が課題 

       ・資格取得、検定試験合格･････合格増加している 

     ７．平成 29年度入学者志願者数確保 

       ・学校訪問件数維持･･･････････前年より訪問校を絞った。また、経験の浅い教 

員でも説明できるように事前研修等を行って 

いる 

       ・HPの充実･･････････････････総務部で更新 

       ・文化祭及び体育祭･･･････････文化祭 800名程度、体育祭 300名後半 

  

〈質疑応答〉 

●偏差値が上がったというが、エンパワメントで面接などで入学した生徒は授業について

いけているのか？また、そのような生徒に何か取り組みをしているのか？ 

・現 1年生については授業についていけないという報告は聞いていない 

・モジュールや放課後残っての学習、月１、2回の補習などを行っている 

・生徒の学ぼうとする姿勢を育む、保護者・家庭の協力が大切 

・「わからない」ということを恥ずかしがらず、聞ける環境であることが強み 

 

●項目３のサポートチームとはどんなものか？ 

・固定メンバーではなく、当該生徒に関わりのある教員等で構成する 

 

●実技系科目と文理系科目との履修の違いで宿題の量に差が出るのでは？ 

・履修科目によって宿題の量に差はある 

・実技科目等宿題の出ていなかった科目で宿題を課すようになった 

 

●アルバイトの制限維持とは？就職機会などにつながると思うのでもったいないと感じ

る。 

・学校の規則、学業などに影響を与えない範囲でアルバイトを行うのは構わない 

 

●アクティブラーニング実施 100％とは？ 

・講義形式の授業ばかりにならないように、どの科目でもアクティブラーニングの視点を

取り入れて授業を展開するという主旨 

 

●先進校への派遣とあるが、どのような学校なのか？ 

・協同学習、アクティブラーニングを早くから実践し、実績をあげていた学校 

    岡山県立邑久高等学校 

 

 



（３）協議 

   ・学校教育自己診断の結果について  

 

●生徒質問の設問５と６について、気軽に相談できる先生がいない生徒が 2割いる。科目

数が多いため、担任が授業をもっていないということも関係しているのでは？また、科

目数を減らすことなどは考えていないのか？ 

   ・HRや総合の時間で関わっているので、関わりがゼロということはない 

   ・科目数は定員に達しない科目は開講しないなど、減らす取り組みも行っている 

    

●生徒質問の設問３について、指導について納得できていない生徒が 5割いる。生徒から

提案し、変えていけるという取り組みも必要では？ 

   ・本年度体育祭では、生徒のアンケートから提案された応援合戦、騎馬戦を実施した 

   

第 3回予定 

 平成 29年 3月 8日（水）午後 予定 


